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公益財団法人国際耳鼻咽喉科学振興会 

令和 3年度（2021 年度）事業報告  

 

(項目)定款第 4条に基づき下記の事業を行った。 

１．研究助成事業 

１）若手外国人留学生に対する助成：曽田豊二 SPIO研究助成金 

耳鼻咽喉科学及び関連分野における優れた研究を行う外国人若手研究者を公募したが、申請がなかっ

たため、追加公募したところ 2名の申請があり、審査の結果、以下の 2名に各々250万円研究助成金

を交付した。 

  (1) 徐 軼菲： Xu Yifei（中国） 

    三重大学大学院医学系研究科 耳鼻咽喉・頭頸部外科（指導教授：竹内 万彦） 

    「線毛機能不全症候群の診断精度向上に関する研究」 

(2) ﾏｲ ﾓﾊﾒｯﾄﾞ ﾋﾞﾃﾞｲｰﾙ ｺﾄﾌﾞ ｱﾌﾞﾃﾞﾗｰﾙ： Mai Mohamed Bedeir Kotb ABDELAAL（エジプト） 

   京都府立医科大学 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学（指導教授：平野 滋） 

 「超多重免疫染色法を用いた蝸牛組織マクロファージの多様性解析」 

 

２）若手日本人研究者に対する助成：曽田豊二 SPIO奨学金 

海外に留学をする日本人若手研究者を公募したところ 4名の申請があり、審査の結果、以下の 4名に

各々奨学金 100万円を交付した。 

(1) 小泉 優（山形大学医学部 耳鼻咽喉・頭頸部外科学講座） 

留学：米国・Harvard Medical School, Massachusetts Eye and Ear Infirmary 

留学目的：感音難聴の新規病態に基づいた聴神経・シナプスをターゲットとする治療法の開発 

留学期間：2022年 2月 22日～2023年 9月 30 日 

(2) 奥山 英晃（京都大学大学院  耳鼻咽喉科・頭頸部外科） 

留学：カナダ・McGill University 

留学目的：嚥下関連筋の骨格筋再生のための細胞移植治療に、McGill 大学研究室で開発する生

体材料を利用し、新しい筋再生治療法の技術基盤を確立することである。 

留学期間：2021年 10月 1日～2023年 9月 30 日 

 （3）斎藤 真（慶應義塾大学医学部  耳鼻咽喉科学教室） 

留学：米国・Dana Farber Cancer Institute 

留学目的: 頭頸部癌における免疫治療に関する研究の知識、知見を得るため。 

留学期間：2021年 5月 1日～2023年 5月 1日 

    （4）林 隆介（旭川医科大学  耳鼻咽喉科・頭頸部外科） 

留学：米国・Mayo Clinic 
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留学目的: Th2免疫のメカニズムに関する研究を特殊な遺伝子改変モデルマウスを用いて行う 

ため 

留学期間：2021年 4月 12日～2023年 3月 31日 

       

令和 2年度留学予定であった浦口 健介氏（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 耳鼻咽喉科・ 

頭頸部外科）はコロナの影響で留学を中止した為、助成金を辞退された。 

 

３）国際的に有意義な研究に対する助成「コストコ SPIO研究助成金」 

    難聴及び補聴器関連の研究から選考を実施し、以下の 3件の研究に対して、各々100万円の助成金を 

交付した。 

(1) 人工聴覚器の長期予後 

（宮崎大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室 我那覇 章 准教授） 

(2) 前庭系可塑性応答の統合的解明と臨床応用 

（名古屋市立大学大学院医学研究科耳鼻咽喉・頭頸部外科 岩﨑 真一 教授） 

（3）内側オリーブ蝸牛束反射が雑音下聴取に及ぼす影響   

－騒音性難聴のなりやすさの事前評価手法の開発－ 

（千葉大学 フロンティア医工学センター 大塚 翔 助教） 

 

４）SPIO Award の表彰 

    日耳鼻学会刊行の AURIS NASUS LARYNX (ANL) 48巻 1～6号に掲載された論文を日耳鼻英文誌委員会 

が推薦し SPIO選考委員会および理事会において審査を行った結果、東京大学の佐野 奈央氏が選ばれ

た。賞状と賞金 50万円を贈呈する。表彰式及び受賞講演は第 123回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術 

講演会（令和 4年 5月 26日 神戸）においてビデオにて行われる。 

      Nao Sano：High CT values relative to the brainstem differentiate inverted papillomas from nasal 

 polyps. ANL Vol.48, No.5, 905-913, 2021 

    

２．医学教育事業助成 

１）耳鼻咽喉科学及び関連分野に関する医学教育事業助成について、公募したところ 3件の申請があり、 

審査の結果、以下の 3 件に助成金を交付した。 

 耳鼻咽喉科及び関連分野の国際学術交流及び国際学術セミナー等の開催支援 

（1）日本鼻学会 第60回日本鼻科学会におけるARSR  150万円 

(Asian Research symposium in Rhinology) symposium 

（2）日本耳鼻咽喉科学会 日本にて国際耳鼻咽喉科学会を開催するための交流支援事業 175万円 

（3）日本耳科学会 耳科学に関する国際シンポジウムを開催するための交流支援事業 175万円 

 



 

3 

３．国際学術会議等開催助成事業 

１）国際学術会議等開催助成 

①第 16回日本小児耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会（50万円） 

開催:2021年 7月 7日（水）～7月 9日（金） 大阪市（土井勝美 近畿大学） 

②第 66回日本聴覚医学会総会・学術講演会（50万円）  

開催:2021年 10月 20日（水）～10月 22日（金）東京都（小林一女 昭和大学） 

③第 31回日本耳科学会総会・学術講演会（50 万円）  

開催:2021年 10月 13日（水）～10月 16日(土）東京都（小島博己 東京慈恵会医科大学） 

     ④第 45回日本嚥下医学会総会ならびに学術講演会（20万円） 

開催:2022年 2月 24日（木）～2月 25日(金）福岡市（梅﨑俊郎 福岡山王病院） 

⑤創立 100周年記念国際シンポジウム（30万円）  

開催:2021年 9月 25日（土）東京都（小川郁 慶應義塾大学） 

⑥第 7回東アジア耳科学会シンポジウム（EASO2022）（30万円）  

開催:2022年 3月 24日（木）～3月 26日(土）東京都（小島博己 東京慈恵会医科大学） 

 

２）国際学術会議等開催助成のための寄附金募集助成 

国際学術会議等 年間 35件(37学会)寄附金募集助成（別紙参照） 

 

３． その他 

１）ニュースレターを作成して助成事業等の報告を行った。（2022年 4月） 

２）本年度も COVID-19により SPIOクラブは中止となった。（第 122回日耳鼻総会時 2021年 5月 京都） 

３）理事会 4回、評議員会 2回、選考委員会 3回、開催した。 


